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機能性樹脂製品価格修正

　三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、機能性樹脂製品について下記の通り価格修正を実施することとし、お客様との交渉を開始いたしました。

記

1. 理由

　原油及びナフサは依然高騰を続けており、本年第2四半期の国産基準ナフサ価格は50,000円/KLを超えることが見込まれ、今後も高値が継続することが予想されます。こうした中、当社機能性樹脂製品の主原料ナフサ価格の値上がり及び物流費等の上昇から、各製品ともコストアップにより採算が悪化しています。これまでも自社での合理化も進めてまいりましたが、既に限界を超えており、製品価格に転嫁せざるを得ないと判断しました。

2. 対象製品（商品名）

サーモラン、ラバロン、プリマロイ、ゼラス、リンクロン、ＥＣＸ、

モディック－ＡＰ、ＶＭＸ

3. 価格修正幅

各製品共　　＋１５円／ｋｇ

4. 時期

　　　７月１日納入分以降

以上

